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出張者所属，氏名
　教員（4名） ： 　教員養成特別コース　　　　  阿形　恒秀

　 　生活・健康系コース（家庭） 　金　　貞均
　 　臨床心理士養成コース 　 　 　小倉　正義
　 　教職実践力高度化コース　　　池田　誠喜

　院生（4名） ： 　教職実践力高度化コース 　 　 粟田のり子
　 　教職実践力高度化コース 　 　 住村　千夏
　 　教職実践力高度化コース 　 　 高見　委三
　 　教職実践力高度化コース 　 　 山田　慈子
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における生徒指導領域のみならず，教育

具体的な活動を表１に示す。

施設文化・歴史施設等の見学も含めた人間理解を深めることも重要な取り組みとして捉えている。
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行った。当所，平成 30 年度のプログラムの参加予定者は８名であったが，台風の影響で

出発空港が閉鎖となり延期となったことで，最終的な参加者は４名であった。

（日韓の大学院生同士のディスカッション）が設定され，取り上げるテーマ

ついて参加院生が分担してまとめ報告した。その際，金教授より，参加院生
の理解を深めるとともに，見識が広がるようコメントが加えられた。

やディスカッション方法の確認を行なった。

った後にディスカッション

を行うという形で進めることとなった。

した。

した。資料は，日韓双方とも英語で作成することされ，参加院生により日本語で作成し
たものを国際交流係に翻訳を依頼し，英語に翻訳されたデータが作成された。
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入れていただいた。参観授業は，５年生のクラスの「Respect for Human Rights and a just 

society」人権学習と４年生クラスの「Let’s share your thoughts and feel ings」と題した表現
活動であった。どちらの授業も支持的な学級の雰囲気の中で進められており，子どもたちが主

体的に授業に取り組んでいる姿が印象に残った。

518  Archive center,ACC
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であ
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なく主体的に現地での活動に取り組めた。

検討にの

より
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での生活費が増大するであろう時期に大学院の授業料を負担しながら在籍しており，是非とも，現職

教員院生への渡航費用に係る補助を実現してもらいたい。
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教職実践力高度化コース
学籍番号　18843022
氏　　名　粟田のり子
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感じた。
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教職実践力高度化コース
学籍番号　18843093
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教職実践力高度化コース
学籍番号　18843136
氏　　名　高見　委三
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Eol-Eum TTaeng Ice ding

Plus

特に，興味
深かったのは，研究授業ができる施設である。教室と参観席がマジ
ックミラーで仕切られており，授業を「する側」と「見る側」両者へ
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retributive justice
restorative justice

NVC Non-violent communication
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教職実践力高度化コース
学籍番号　18843271
氏　　名　山田　慈子
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